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第 11 章 ひとり暮らし高齢者の生活実態 

 
本章では、ひとり暮らし高齢者（899 人）の生活実態について、1 ひとり暮らし高齢者の

概況、2 家族、3 健康、4 介護保険制度、5 住まい、6 コミュニケーション・社会参加、7 就

業・経済、8 高齢者に対する必要な施策や支援の 8つの側面からみてみる。 

 

1 ひとり暮らし高齢者の概況 

(1) ひとり暮らし高齢者の推移 

 

ひとり暮らし高齢者の割合は、世帯類型別で見ると、18.9％となっている。（図 11-1） 

過去調査（昭和 55 年～）からの推移を見ると、ひとり暮らし高齢者の割合は、調査を開

始した昭和 55 年から一貫して増加し続けている。男女別で見ると、男性は昭和 60 年から

一貫して増加し続けている一方、女性は昭和 55 年から増加し続けていたが、平成 17 年か

ら 1.4 ポイント減少した。(図 11-2) 
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高齢者世帯のうち、ひとり暮らし高齢者（単身世帯）の割合は約 2割 

図 11-2 ひとり暮らし高齢者（単身世帯）の割合の推移 

図 11-1 世帯類型 
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(2) 年齢階級－性別、全数との比較 

 

ひとり暮らし高齢者の年齢階級は、前期高齢者が 47.2％、後期高齢者が 52.8％で、『全

数』（前期高齢者 53.3％、後期高齢者 46.7％）と比較すると後期高齢者の割合が高くなっ

ている。特に女性の後期高齢者の割合は 58.9％で、『全数』（50.2％）における女性の後期

高齢者と比べると、8.7 ポイント高くなっている。（表 11-1） 

 

 

総
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8
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均

100.0 22.6 24.6 22.5 19.1 11.2 52.8 75.8

(899)

100.0 35.1 28.2 17.1 8.6 11.0 36.7 73.6

(245)

100.0 17.9 23.2 24.5 23.1 11.3 58.9 76.6

(654)

100.0 27.4 25.9 22.4 14.6 9.8 46.7 74.8

(4,767)

100.0 30.4 27.5 21.7 13.0 7.4 42.1 73.9

(2,057)

100.0 25.0 24.8 22.9 15.8 11.5 50.2 75.4

(2,710)

男

女

男

女

 総数

 全数

47.2

53.3

     
（注）全数とは、今回調査における高齢者全体（4,767 人）をいう（ひとり暮らし高齢者も含む）。 
 
 

高齢者全体と比較して、女性の後期高齢者の割合が高くなっている 

表 11-1 年齢階級－性別、全数との比較 



－175－ 

(3) 子供の有無・人数－全数、17 年度調査との比較 

 
ひとり暮らし高齢者における子供がいる割合は 65.6％で、『全数』(87.7％)と比較する

と 22.1 ポイント低い。平均人数は 2.01 人となっている。(図 11-3) 
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　2.08

　2.01

　2.09

0.6
人数不明

87.7
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（注）統計比率を合算した比率（67.7％）は、個々の数値を合算して求めているため、比率の内訳の合計とは一

致しない。 
 
 

「子供がいる」割合は、65.6％ 

図 11-3 子供の有無・人数－全数、17 年度調査との比較 



－176－ 

2 家族 

(1) 子供との距離－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

 

  子供がいるひとり暮らし高齢者（590 人）に、一番近くに住んでいる子供の距離を聞い 

たところ「隣」の割合は、年齢階級が上がるにつれて、概ね、割合が増加し、85 歳以上で 

は 23.4％で、2割を超えている。(図 11-4) 
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子供との距離は、年齢があがるにつれて、概ね、「隣」の割合が増加 

図 11-4 子供との距離－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

（注）全数とは、高齢者全体のうち子供と別居している高齢者 2,315 人。 
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3 健康  

(1) 健康意識－性・年齢階級別、全数との比較 

 

ひとり暮らし高齢者（899 人）に対して健康意識を聞いたところ、「ふつう」が 29.6%で

最も高く、次いで「あまりよくない」23.1％、「よい」20.9％と続いている。また「よい」

と「まあよい」を合わせた割合は、39.6％となっている。（図 11-5） 

   性別で見ると、「よい」と「まあよい」を合わせた割合は、『全数』では男性 47.0％に対

して、ひとり暮らし高齢者は男性 36.3％で、ひとり暮らし高齢者のほうが 10.7 ポイント

低くなっている。 
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健康状態を「よい」と意識している割合は、高齢者全体では男性より女性が低く、ひ

とり暮らしでは男性よりも女性が高くなっている 

図 11-5 健康意識－性・年齢階級別、全数との比較 

（注）統計比率を合算した比率（44.5％）は、個々の数値を合算して求めているため、比率の内訳の合計と

は一致しない。 
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(2) 日常生活動作（ADL） 

 

日常生活動作能力（ADL）を「聴力」「視力」「意思伝達」「歩行」「食事」「着替え」「入浴」 

「排泄」の８項目の回答状況を表示したのが表 11-2 である。 

  

                                             

　

聴　力 1 日常生活に支障はない 74.4(73.3) 4 日常生活に支障がある 2.2(2.5)

※1 2 日常生活にほとんど支障はない 13.9(14.3)

3 日常生活に多少支障がある 9.1(9.4)

視　力 1 日常生活に支障はない 70.4(71.6) 3 日常生活に多少支障がある 10.6(9.1

※2 2 日常生活にほとんど支障はない 16.9(17.1) 4 日常生活に支障がある 1.6(1.5)

1 日常生活に支障はない 85.8(83.5) 3 日常生活に多少支障がある 2.1(3.6)

2 日常生活にほとんど支障はない 10.3(10.7) 4 日常生活に支障がある 1.0(1.4)

歩　行 1 ひとりで全部できる 86.8(87.4) 3 一部介助が必要 1.8(3.3)

※3 2 時間をかければひとりでできる 10.2(7.5) 4 全面的な介助が必要 1.0(1.6)

食　事 1 ひとりで全部できる 95.2(95.0) 3 一部介助が必要 0.8(0.9)

2 時間をかければひとりでできる 3.4(3.2) 4 全面的な介助が必要 0.3(0.6)

着替え 1 ひとりで全部できる 94.2(93.3) 3 一部介助が必要 1.2(1.7)

2 時間をかければひとりでできる 4.0(3.4) 4 全面的な介助が必要 0.3(1.3)

入　浴 1 ひとりで全部できる 93.1(92.1) 3 一部介助が必要 2.1(2.4)

2 時間をかければひとりでできる 3.1(2.6) 4 全面的な介助が必要 1.4(2.6)

排　泄 1 ひとりで全部できる 94.5(94.3) 3 一部介助が必要 1.0(1.4)

2 時間をかければひとりでできる 3.7(2.8) 4 全面的な介助が必要 0.6(1.2)

※1 ふだん補聴器を使用している場合は、補聴器を使用した状態で回答している。

※2 ふだん眼鏡を使用している場合は、眼鏡を使用した状態で回答している。

※3 ふだん杖や車椅子等を使用している場合は、それらを使用した状態で回答している。

Ａ Ｂ

意　思
伝　達

 
 
（注 1）( )内は全数 4,767 人の割合である。 

（注 2）Ａ・Ｂ欄は「動作能力類型」（P 42 参照）を作成するための分類である。 

 

 

すべての項目において、7割以上のひとり暮らし高齢者が「日常生活に支障はない」又

は「ひとりで全部できる」と回答 

表 11-2 日常生活動作(ADL) 



－179－ 

下の図 11-6 は、表 11-2 の各項目で「1」と答えた、ADL に問題のない高齢者の割合を示

したものである。  
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図 11-6 ADL に問題のない高齢者の割合－全数との比較 
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日常生活動作（ADL）（家事一般、金銭管理、薬の管理、電話の利用） 

 

図 11-7 日常生活動作（ADL）（家事一般、金銭管理、薬の管理、電話の利用） 
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「ひとりで全部できる」の割合は、どの項目においても、全数に比べて高くなっている 
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(3) 動作能力類型－性・年齢階級別、全数との比較 

 

動作能力類型について見ると、「障害のない高齢者」の割合が 59.6％で最も高くなって 

いる。 

性別で見ると、「ねたきり等の高齢者」の割合は、男性 2.4％、女性 7.8％で、女性のほ

うが高くなっている。（表 11-3） 

 
 

  

ね
た
き
り
高
齢
者

ね
た
き
り
に
近
い

高
齢
者

100.0 6.3 1.2 5.1 10.2 23.2 59.6 0.6

(899)

100.0 2.4 1.2 1.2 13.1 22.0 61.6 0.8

(245)

100.0 1.3 0.6 0.6 12.3 12.9 72.3 1.3

(155)

100.0 4.4 2.2 2.2 14.4 37.8 43.3 -

(90)

100.0 7.8 1.2 6.6 9.2 23.7 58.9 0.5

(654)

100.0 2.6 0.4 2.2 8.2 17.8 71.0 0.4

(269)

100.0 11.4 1.8 9.6 9.9 27.8 50.4 0.5

(385)

100.0 8.4 2.3 6.1 8.7 21.9 60.2 0.7

(4,767)
全数

ね
た
き
り
等
の
高
齢
者

総
数

総数

女

65～74歳

75歳以上

性
・
年
齢
階
級
別

65～74歳

75歳以上

男

無
回
答

比
較
的
重
い
障
害
の
あ

る
高
齢
者

軽
い
障
害
の
あ
る
高
齢

者 障
害
の
な
い
高
齢
者

 
  
   （注）動作能力類型は、P42 を参照。 

 

 

 

「ねたきり等の高齢者」は、男性よりも女性の割合が高くなっている 

表 11-3 動作能力類型－性・年齢階級別、全数との比較 
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(4) 食事の状況－全数との比較 

 

普段の食事（直近 3 日間）の状況について聞いたところ、3 食（朝食、昼食、夕食）の

用意の仕方が 3日間とも同じ人の割合が最も高く 75.0％となっている。（図 11-8） 

   3 食（朝食、昼食、夕食）の用意の仕方が 3日間とも同じ人（674 人）のうち、「3食と 

も自分が料理する」の割合が 72.0％で、最も高くなっている。また、「3 食とも自分が料理 

する」の割合は、『全数』（48.5％）と比較すると、23.5 ポイント高くなっている。（図 11-9） 

 

                                 

3食のパターン
が3日間同じ

75.0

無回答1.7
3食のパターン
が同じでない

23.4

100%
（899人）

≪ひとり暮らし高齢者≫ (朝) その他
(昼) その他
(夜) その他
         2.4

その他 17.4

(朝)自分が料理
(昼) 外食
(夜) 自分が料理
           2.8

(朝) スーパーやコンビ
ニ等で惣菜、インスタ
ント食品等を購入
(昼) スーパーやコンビ
ニ等で惣菜、インスタ
ント食品等を購入
(夜) スーパーやコンビ
ニ等で惣菜、インスタ
ント食品等を購入
          2.7

(朝) 子供や他の家族、
親族が料理
(昼) 子供や他の家族、
親族が料理
(夜) 子供や他の家族、
親族が料理
         2.8

(朝) 自分が料理
(昼) 自分が料理
(夜) 自分が料理
          72.0

100%
（3,732人）

100%
（674人）

 
 

3食のパターン
が2日間同じ

16.2

無回答 0.9

３食のパターン
が同じでない

4.7

3食のパターン
が3日間同じ

78.3

100%
（4,767人）

≪全数≫ (朝) 自分が料理
(昼) 自分が料理
(夜) 子供や他の家
族、親族が料理
         1.4

その他 16.6

(朝) 配偶者が料理
(昼) 配偶者が料理
(夜) 配偶者が料理
           24.8

(朝) 配偶者が料理
(昼) 外食
(夜) 配偶者が料理
          1.7

(朝) 子供や他の家
族、親族が料理
(昼) 子供や他の家
族、親族が料理
(夜) 子供や他の家
族、親族が料理
         7.0

(朝) 自分が料理
(昼) 自分が料理
(夜) 自分が料理
          48.5

100%
（3,732人）

 
 

 

普段の食事の用意は、「3 食とも自分が料理する」の割合が最も高く、約 7割 

図 11-8 食事の状況（3 食のパターン） 図 11-9 食事の状況（3 食のパターンが 3 日間同じ） 
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4 介護保険制度 

(1) 要介護認定の申請の有無－全数、高齢者夫婦のみの世帯との比較 

 

介護保険制度の要介護認定を受けているかどうか聞いたところ、「認定を申請していな

い」の割合は 83.9％、「認定を受けている」は 14.0％となっている。 

「認定を受けている」割合は、『全数』（10.6％）と比較して、3.4 ポイント高くなって

いる。また、『高齢者夫婦のみ』（7.9％）と比較すると、6.1 ポイント高くなっている。（図

11-10） 

  

 

 

83.9

87.9

90.9

14.0

10.6

7.91.0

1.0

0.8

0.1

0.4

0.7

0.1

0.4

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり暮らし

高齢者(899)

全数(4,767)

高齢者夫婦

のみ(1,611)

認定を申請していない
認定を

申請中

認定を申請したが、

「自立」と認定された
認定を

受けている
無回答

 
 

 

 

「認定を申請していない」人の割合は、83.9％ 

図 11-10  要介護認定の申請の有無－全数、高齢者夫婦のみの世帯との比較 



－184－ 

(2) 要介護度－性・年齢階級、動作能力類型別、全数、高齢者夫婦のみの世帯との比較 

 

要介護認定を受けている人（126 人）に要介護度について聞いたところ、「要支援１」の 

割合が最も高く34.9％、次いで「要支援２」（27.8％）、「要介護１」（15.9％）となっている。 

  『全数』（22.0％、17.6％）と比較すると、「要支援１」は 12.9 ポイント、「要支援２」は

10.2 ポイント、それぞれ高くなっている。 

 『高齢者夫婦のみ』（27.6％）と比較すると、「要介護２」は 6.3％で、21.3 ポイント低く

なっている。（表 11-4） 

 

 

総
数

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

無
回
答

100.0 34.9 27.8 15.9 6.3 9.5 1.6 2.4 1.6

(126)

100.0 28.6 28.6 19.0 9.5 9.5 4.8 　　　　　- 　　　　　-

(21)

100.0 36.2 27.6 15.2 5.7 9.5 1.0 2.9 1.9

(105)

100.0 23.5 23.5 35.3 　　　　　- 5.9 5.9 　　　　　- 5.9

(17)

100.0 36.7 28.4 12.8 7.3 10.1 0.9 2.8 0.9

(109)

100.0 9.1 22.7 13.6 15.9 25.0 4.5 6.8 2.3

(44)

100.0 45.0 40.0 10.0 5.0 　　　　　- 　　　　　- 　　　　　- 　　　　　-

(20)

100.0 52.9 35.3 8.8 　　　　　- 　　　　　- 　　　　　- 　　　　　- 2.9

(34)

100.0 46.4 17.9 32.1 　　　　　- 3.6 　　　　　- 　　　　　- 　　　　　-

(28)

100.0 22.0 17.6 15.6 18.0 11.5 7.9 5.7 1.6

(505)

100.0 23.6 15.7 13.4 27.6 5.5 10.2 2.4 1.6

(127)
高齢者夫婦のみ

年
齢
階
級
別

動
作
能
力
類
型
別

全数

障害のない高齢
者

軽い障害のある
高齢者

比較的重い障害
のある高齢者

65～74歳

75歳以上

ねたきり等の高
齢者

総数

性
別

男

女

 
 

 

「要支援１」の割合が最も高く、34.9％ 

表 11-4 要介護度－性・年齢階級、動作能力類型別、全数、高齢者夫婦のみの世帯との比較 
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(3) 主に介護をしている人－性別、全数との比較 

 

要介護認定を受けている人のうち、介護を受けている人（102 人）が誰から介護を受け

ているかを見ると、「ホームヘルパー」の割合が最も高く 60.8％、次いで「子供」（24.5％）

となっている。 

「ホームヘルパー」の割合は、『全数』（20.6％）と比べて 40.2 ポイント高く、「子供」

の割合は、『全数』（33.9％）と比べて 9.4 ポイント低くなっている。（表 11-5） 

 

 

総
数

配
偶
者

子
供

子
供
の
配
偶
者

孫
又
は

　
そ
の
配
偶
者

兄
弟
姉
妹

１
～

５
以
外

　
　
　
の
親
族

ホ
ー

ム

　
　
ヘ
ル
パ
ー

訪
問
看
護
師

そ
の
他

100.0 　　　- 24.5 1.0 　　　- 2.0 　　　- 60.8 　　　- 11.8

(102)

100.0 　　　- 　　　- 　　　 - 　　　- 　　　- 　　　- 80.0 　　　- 20.0

(15)

100.0 　　　- 28.7 1.1 　　　- 2.3 　　　- 57.5 　　　- 10.3

(87)

100.0 28.7 33.9 10.1 0.2 2.1 0.7 20.6 0.2 3.4

(436)

総数

男
性
別

全数

女

 
 

 

「ホームヘルパー」から介護を受けている割合が最も高く、約 6 割 

表 11-5 主に介護をしている人－性別、全数との比較 
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(4) 介護を手伝っている人－性別、全数との比較 

 

要介護認定を受けている人のうち、介護を受けている人（102 人）が誰に手伝ってもら

っているかを聞いたところ、主に介護をしている人しかいない（「介護を手伝っている人は

いない」）割合が最も高く、43.1％となっている。（表 11-6） 

 

 

総
数

配
偶
者

子
供

子
供
の
配
偶
者

孫
又
は

　
そ
の
配
偶
者

兄
弟
姉
妹

１
～

５
以
外

　
　
　
の
親
族

ホ
ー

ム

　
　
ヘ
ル
パ
ー

訪
問
看
護
師

そ
の
他

介
護
を
手
伝

っ

て
い
る
人
は
い

な
い

無
回
答

100.0        - 10.8 5.9        - 2.9 2.0 13.7 1.0 3.9 43.1 16.7

(102)

100.0        - 13.3        -        - 6.7        -        -        - 13.3 60.0 6.7

(15)

100.0        - 10.3 6.9        - 2.3 2.3 16.1 1.1 2.3 40.2 18.4

(87)

100.0 0.9 17.7 5.7 1.6 1.4 0.7 19.7 2.1 1.8 35.3 13.1

(436)

総数

男
性
別

全数

女

 
 

 

主に介護をしている人しかいない（「介護を手伝っている人はいない」）割合が最も

高く、43.1％ 

表 11-6 介護を手伝っている人－性別、全数との比較 
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(5) 介護サービスの利用状況－全数との比較 

 

   要介護認定を受けている人（126 人）に、介護サービスの利用状況を聞いたところ、「利

用している」割合が最も高かったのは、訪問介護で 65.1％、次いでデイサービス・デイ

ケアが 27.0％、福祉用具が 18.3％となっている。 

   『全数』と比較すると、訪問介護を「利用している」割合は 22.3 ポイント高く、デイ

サービス・デイケアを「利用している」割合は 14.4 ポイント、福祉用具は 15.8 ポイント

それぞれ低くなっている。（図 11-11） 

 

 

 

ひとり暮らし高齢者(126人)

65.1

6.3

27.0

3.2

18.3

13.5

26.2

67.5

57.1

70.6

58.7

50.0

56.3

54.8

11.1

4.0

9.5

23.0

33.3

9.5

17.5

7.1

15.1

11.9

16.7

15.1

15.1

15.9

14.3

3.2

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問介護

訪問看護

デイサービス・デイケア

ショートステイ

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具

住宅改修

利用している
制度を知っているが

利用していない
制度を知らなかった 無回答

 
全数(505人)

42.8

12.5

41.4

12.9

34.1

20.2

46.3

65.5

47.3

66.9

65.5

55.8

47.5

56.8

8.5

2.8

6.9

19

28.1

6.9

11.1

9.1

13.5

8.5

13.3

14.1

14.1

11.5

11.9

2.0

1.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問介護

訪問看護

デイサービス・デイケア

ショートステイ

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具

住宅改修

利用している 制度を知っているが

利用していない
制度を知らなかった

無回答

 

「利用している」割合が高いのは、訪問介護で 65.1％ 

図 11-11 介護サービスの利用状況－全数との比較 
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5 住まい 

(1) 住宅の種類－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

 

住宅の種類は、「持ち家（一戸建て）」が最も高く 36.0％、次いで「持ち家（分譲マンシ

ョンなど）」が 21.2％、「民間賃貸住宅」が 19.0％と続いている。(表 11-7) 

持家・借家別に見ると、「持家」が約 6 割（57.3％）、「借家・賃貸住宅等」が約 4割（42.2％）

となっている。 

性・年齢階級別で見ると、「持ち家（一戸建て）」の割合は、女性の後期高齢者（75 歳以

上）が最も高く 46.8％、「民間賃貸住宅」の割合は、男性の前期高齢者（65～74 歳）が最

も高く 38.1％となっている 

『全数』と比べると「持ち家（一戸建て）」の割合が 25.1 ポイント低く、「民間賃貸住宅」 

の割合が 10.4 ポイント高くなっている。 

 

  

持
ち
家

（
一
戸
建
て

）

持
ち
家

（
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど

）

民
間
賃
貸
住
宅

都
・
区
市
町
村
の
公
営
賃
貸
住

宅 都
市
機
構

（
旧
公
団

）
・
公
社

な
ど
の
賃
貸
住
宅

借
家

（
一
戸
建
て

）

高
齢
者
向
け
住
宅
等

100.0 57.3 36.0 21.2 42.2 19.0 9.5 9.7 1.9 2.1 0.6 0.2

(899)

100.0 40.4 25.3 15.1 58.4 31.8 8.2 13.5 2.4 2.4 1.2         -

(245)

100.0 33.5 20.6 12.9 64.5 38.1 9.0 12.9 3.2 1.3 1.9         -

(155)

100.0 52.2 33.3 18.9 47.8 21.1 6.7 14.4 1.1 4.4         -         -

(90)

100.0 63.6 40.1 23.5 36.1 14.2 9.9 8.3 1.7 2.0 0.3         -

(654)

100.0 55.0 30.5 24.5 44.6 22.3 8.2 10.4 2.2 1.5 0.4         -

(269)

100.0 69.6 46.8 22.9 30.1 8.6 11.2 6.8 1.3 2.3 0.3         -

(385)

100.0 78.4 61.1 17.3 21.1 8.6 5.2 5.5 1.3 0.5 0.3 0.2

(4,767)

100.0 58.4 45.0 13.4 40.0 22.7 12.9 1.0 1.4 2.0 1.4 0.2

(863)

75歳以上

65～74歳

65～74歳

女

75歳以上

無
回
答

総数

全数

17年度調査

性
・
年
齢
階
級
別

男

総
数

持
家

借
家
・
賃
貸
住
宅
等

そ
の
他

 
 

 

 

 

「持家」の割合は、約 6 割 

表 11-7 住宅の種類－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

(注）統計比率を合算した比率（57.3％）は、個々の数値を合算して求めているため、比率の合計の内訳とは

一致しない。 
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(2) 希望する高齢期の住まい－性・年齢階級、住宅の種類別、全数との比較 

 

希望する高齢期の住まいについて、性別に見ると、「高齢者用の住宅・施設に住み替え

たい」割合は、男性 26.5％、女性 20.4％で男性のほうが高くなっている。『全数』の性

別と比べると、男性で 16.6 ポイント、女性で 7.5 ポイントそれぞれ高くなっている。 

住宅の種類別に見ると、「高齢者用の住宅・施設に住み替えたい」割合は、民間賃貸住

宅に住んでいる人が 43.3％で最も高くなっている。（表 11-8） 
   
 

現
在
の
住
宅
に
そ
の
ま
ま
住
み

続
け
た
い

子
供
や
親
族
の
家
に
移
り
た
い

健
康
な
う
ち
に

、
シ
ル
バ
ー

ピ

ア

、
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
な

ど
に
入
居
す
る

健
康
な
う
ち
に

、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

に
入
居
す
る

健
康
な
う
ち
に

、
有
料
老
人

ホ
ー

ム
に
入
居
す
る

介
護
が
必
要
に
な

っ
た
ら

、
有

料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
居
す

る 介
護
が
必
要
に
な

っ
た
ら

、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入

居
す
る

100.0 63.5 58.8 4.7 22.1 5.8 1.6 2.0 4.4 8.3 2.3 8.3 3.7

(899)

100.0 55.9 50.2 5.7 26.5 6.5 2.9 1.6 5.3 10.2 4.9 9.8 2.9

(245)

100.0 66.4 62.1 4.3 20.4 5.5 1.1 2.1 4.1 7.6 1.4 7.8 4.0

(654)

100.0 56.1 50.7 5.4 28.2 9.9 3.0 1.5 2.5 11.3 2.5 10.3 3.0

(203)

100.0 57.0 52.9 4.1 26.2 8.1 0.9 3.2 5.4 8.6 2.7 10.4 3.6

(221)

100.0 70.3 64.9 5.4 18.9 3.5 2.0 1.5 5.0 6.9 1.5 7.9 1.5

(202)

100.0 68.1 63.4 4.7 19.2 2.9 0.6 2.9 5.2 7.6 2.9 5.8 4.1

(172)

100.0 71.3 68.3 3.0 12.9 2.0 1.0 　　　　- 4.0 5.9 2.0 5.0 8.9

(101)

100.0 76.9 74.4 2.5 14.4 1.5 0.3 1.5 6.5 4.6 0.9 4.0 3.7

(324)

100.0 68.5 65.4 3.1 17.8 2.6 1.6 2.6 5.2 5.8 2.6 6.8 4.2

(191)

100.0 35.7 28.1 7.6 43.3 18.7 3.5 1.8 2.9 16.4 2.9 15.8 2.3

(171)

100.0 71.8 69.4 2.4 18.9 2.4 1.2 　　　　- 1.2 14.1 1.2 4.7 3.5

(85)

100.0 55.1 42.5 12.6 24.1 4.6 3.4 4.6 2.3 9.2 2.3 17.2 1.1

(87)

100.0 70.6 64.7 5.9 29.4 17.6 　　　　- 　　　　- 5.9 5.9 　　　　- 　　　　- 　　　　-

(17)

100.0 42.1 36.8 5.3 10.6 5.3 　　　　- 5.3 　　　　- 　　　　- 21.1 10.5 15.8

(19)

100.0 73.8 72.4 1.4 11.6 2.4 0.6 0.9 2.9 4.7 1.2 6.7 6.7

(4,767)

100.0 75.2 74.0 1.2 9.9 1.9 0.5 1.0 2.5 4.0 1.7 6.8 6.5

(2,057)

100.0 72.7 71.1 1.6 12.9 2.8 0.6 0.9 3.3 5.3 0.9 6.6 6.8

(2,710)

75～79歳

80～84歳

85歳以上

年
齢
階
級
別

男

女

全数

性
別

住
宅
の
種
類
別

持ち家（一戸建て）

持ち家
（分譲マンションなど）

民間賃貸住宅

都・市区町村の公営賃貸
住宅

都市機構（旧公団）・公社
などの賃貸住宅

借家（一戸建て）

高齢者向け住宅等

総数

65～69歳

70～74歳

男

分
か
ら
な
い

無
回
答

性
別

女

高
齢
者
用
の
住
宅
・
施
設
に
住
み

替
え
た
い

そ
の
他

総
数

在
宅
で
暮
ら
し
た
い

 
 
 
 

 

「高齢者用の住宅・施設に住み替えたい」の割合は、約 2 割 

（注）住宅の種類別のうち、「その他」については、母集団が 5人のため省略した。 

 

表 11－8 希望する高齢期の住まい－性・年齢階級、住宅の種類別、全数との比較 
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6 コミュニケーション・社会参加 

 (1) 外出の頻度－全数との比較 

 
通常、どのくらいの頻度で外出するのかを聞いたところ、「ほぼ毎日」の割合が 52.9％と 

最も高く、次いで「週 4 回程度」が 18.9％となっている。(図 11-12)  

 

 

52.9

53.7

18.9

16.2

17.1

18.1 5.1

4.2

5.7

5.1

1.2

1.7
ひとり暮らし
高齢者（899)

全数(4,767)

ほぼ毎日 週4回程度 週2～3回程度

週1回
程度

ほとんど
外出しない

無回答

56.7 14.1 17.4 5.75.9 0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

≪参考≫
17年度調査（863)

ほぼ毎日 週4回以上
週1回
程度

ほとんど
外出しない

無回
答週2～3回程度

 
 
 
 
 

「ほぼ毎日」外出する割合が割合が最も高く、約 5割 

(注)  17 年度調査では、選択肢を「週 4 回以上」としている。 

図 11-12 外出の頻度－全数との比較 
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(2) 近所づきあいの程度－性・年齢階級、動作能力類型別、全数、17 年度調査との比較 

 

近所づきあいの程度について聞いたところ、「立ち話をする程度の人がいる」の割合が

35.3％と最も高くなっている。(表 11-9) 

性・年齢階級別で見ると、「つきあいがない」の割合は、男性 27.8％、女性 9.5％で男性

の方が 18.3 ポイント高くなっている。特に、男性 75歳以上は 30.0％で、3割となっている。 

「つきあいがない」の割合は 14.5％で、『全数』（8.3％）と比較すると 6.2 ポイント高く

なっている。 

17 年度調査と比較すると、「お互いに訪問し合う人がいる」の割合は 9.2 ポイント低くな

っている一方、「立ち話をする程度の人がいる」の割合は 5.6 ポイント高くなっている。 

 

 
 

総
数

お
互
い
に
訪
問
し
合
う
人

が
い
る

立
ち
話
を
す
る
程
度
の
人

が
い
る

あ
い
さ
つ
を
す
る
程
度
の

人
が
い
る

つ
き
あ
い
が
な
い

無
回
答

100.0 22.8 35.3 26.3 14.5 1.2

(899)

100.0 11.0 28.2 32.2 27.8 0.8

(245)

100.0 9.7 29.0 34.2 26.5 0.6

(155)

100.0 13.3 26.7 28.9 30.0 1.1

(90)

100.0 27.2 37.9 24.0 9.5 1.4

(654)

100.0 27.5 39.0 21.9 10.4 1.1

(269)

100.0 27.0 37.1 25.5 8.8 1.6

(385)

100.0 17.5 19.3 31.6 26.3 5.3

(57)

100.0 22.8 42.4 22.8 12.0 -

(92)

100.0 20.6 32.1 31.1 13.9 2.4

(209)

100.0 24.4 36.8 24.4 13.8 0.6

(536)

100.0 22.9 39.1 28.7 8.3 1.0

(4,767)  

100.0 32.0 29.7 26.3 11.7 0.3

(863)  

女

総数

65～74歳

65～74歳

75歳以上

動
作
能
力
類
型
別

全数

17年度調査

75歳以上

ねたきり等の高齢者

比較的重い障害のある高齢者

軽い障害のある高齢者

障害のない高齢者

性
・
年
齢
階
級
別

男

 
 

「つきあいがない」の割合が高齢者全体と比較して高く、14.5％ 

表 11-9  近所づきあいの程度－性・年齢階級、動作能力類型別、 

全数、17 年度調査との比較 
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(3) 心配や悩み事（複数回答）－性・年齢階級、動作能力類型別、全数との比較 

 

現在、心配や悩み事があるかどうかを聞いたところ、「自分の健康・病気」が 54.7％と最

も高く、次いで「生活費や経済的なこと」18.2％となっている。一方で「心配ごとや悩み

ごとはない」の割合は 29.5％で、約 3割となっている。(表 11-10) 

 

 
総
数

自
分
の
健
康
・
病
気

配
偶
者
や
家
族
の
健
康
・
病
気

家
族
や
親
族
と
の
人
間
関
係

相
談
し
た
り

、
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て

、
一
人
き

り
で
あ
る

地
域
の
人
た
ち
と
の
関
係

生
活
費
や
経
済
的
な
こ
と

年
金
・
介
護
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
給
付
の
水
準

住
宅
に
関
す
る
こ
と

仕
事
に
関
す
る
こ
と

財
産
管
理
や
相
続
の
こ
と

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

地
震
な
ど
の
災
害
に
あ
う
こ
と

配
偶
者
に
先
立
た
れ
た
後
の
生
活
の
こ
と

自
分
の
死
後
の
配
偶
者
や
子
ど
も
の
将
来

そ
の
他

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
な
い

無
回
答

100.0 54.7 7.2 5.3 6.0 1.1 18.2 14.3 10.6 3.1 3.0 6.9 13.0 0.4 3.8 2.3 29.5 2.6

(899)

100.0 52.2 6.1 4.5 8.6 1.6 21.6 14.3 13.1 4.9 3.7 2.9 8.2 0.4 3.7 4.1 27.8 2.9

(245)

100.0 56.1 5.2 3.9 8.4 0.6 27.1 17.4 16.8 7.1 3.2 0.6 8.4 0.6 3.9 5.2 25.2 1.9

(155)

100.0 45.6 7.8 5.6 8.9 3.3 12.2 8.9 6.7 1.1 4.4 6.7 7.8        - 3.3 2.2 32.2 4.4

(90)

100.0 55.7 7.6 5.7 5.0 0.9 17.0 14.4 9.6 2.4 2.8 8.4 14.8 0.5 3.8 1.7 30.1 2.4

(654)

100.0 53.9 8.9 8.2 4.8 1.5 24.5 21.6 14.9 5.6 2.2 9.7 16.4 0.4 3.7 1.9 28.3 1.1

(269)

100.0 56.9 6.8 3.9 5.2 0.5 11.7 9.4 6.0 0.3 3.1 7.5 13.8 0.5 3.9 1.6 31.4 3.4

(385)

100.0 59.6 12.3 10.5 3.5        - 19.3 10.5 7.0 1.8 3.5 7.0 7.0 1.8 5.3        - 19.3 21.1

(57)

100.0 75.0 8.7 8.7 12.0 1.1 30.4 22.8 15.2 1.1 7.6 3.3 13.0        - 6.5 1.1 13.0 4.3

(92)

100.0 61.7 7.7 3.8 7.7 1.9 16.7 13.4 9.6 2.4 1.9 7.2 12.9        - 3.3 2.9 23.4 1.4

(209)

100.0 47.9 6.3 4.9 4.3 0.9 16.0 13.8 10.4 3.9 2.6 7.5 13.2 0.6 3.4 2.6 36.0 0.6

(536)

100.0 50.3 35.5 6.3 1.7 1.9 14.9 16.7 7.7 3.8 3.6 5.7 15.5 14.1 13.5 1.7 26.9 4.6

(4,767)

総数

性
・
年
齢
階
級
別

男

65～74歳

75歳以上

女

65～74歳

75歳以上

動
作
能
力
類
型
別

ねたきり等の高齢
者

比較的重い障害の
ある高齢者

軽い障害のある高
齢者

障害のない高齢者

全数  
 

 

「自分の健康・病気」の割合が最も高く、54.7％ 

表 11-10 心配や悩み事（複数回答）－性・年齢階級、動作能力類型別、全数との比較 
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(4) 心配や悩み事の相談相手（複数回答）－全数との比較、性・年齢階級別 

 

心配や悩み事の相談相手は「世帯員以外の親族」が 59.5％と最も高く、次いで「友人、

知人」33.3％となっている。(図 11-13) 

『全数』と比較すると「世帯員以外の親族」が 21.5 ポイント、「友人、知人」は 8.8 ポ

イントそれぞれ高くなっている。また「相談したりする人はいない」は 8.2％で、5.1 ポ

イント高くなっている。 

性・年齢階級別で見ると「友人、知人」の割合は、女性の前期高齢者(65～74 歳)が 49.8％

で最も高く、「相談したりする人はいない」の割合は、男性の前期高齢者(65～74 歳)が

21.9％で、最も高くなっている。(表 11-11) 

 

33.3

59.5

5.3 3.3 2.4 4.3
0.6

8.2 6.3 5.7

63.9

38.0

24.5

4.5
1.6 1.8 5.2

0.3 3.1 4.5 5.7

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

世

帯

員

世

帯

員

以

外

の

親

族

友

人

、

知

人

行

政

機

関

の

相

談

窓

口

民

生

委

員

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

、

ケ

ア

マ

ネ

ジ

ャ

ー

　

　

　

専

門

家

（

弁

護

士

、

税

理

士

、

医

師

等

）

　

　

そ

の

他

相

談

し

た

り

す

る

人

は

い

な

い

　

　

　

　

　

　

心

配

ご

と

や

悩

み

ご

と

は

な

い

　

　

　

　

　

　

無

回

答

ひとり暮らし高齢者（899人）

全数（4,767人）

＊

 
 
 
 

総
数

世
帯
員
以
外
の
親
族

友
人

、
知
人

行
政
機
関
の
相
談
窓
口

民
生
委
員

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

、
ケ

ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー

専
門
家

（
弁
護
士

、
税

理
士

、
医
師
等

）

そ
の
他

相
談
し
た
り
す
る
人
は

い
な
い

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と

は
な
い

無
回
答

100.0 59.5 33.3 5.3 3.3 2.4 4.3 0.6 8.2 6.3 5.7

(899)

100.0 41.6 31.0 9.0 4.5 2.0 4.1 1.2 18.8 6.1 4.1

(245)

100.0 35.5 32.9 10.3 2.6 1.3 3.2 1.9 21.9 4.5 3.2

(155)

100.0 52.2 27.8 6.7 7.8 3.3 5.6 - 13.3 8.9 5.6

(90)

100.0 66.2 34.1 4.0 2.9 2.6 4.4 0.3 4.3 6.4 6.3

(654)

100.0 60.2 49.8 4.5 2.6 1.1 4.5 0.4 5.2 6.3 3.3

(269)

100.0 70.4 23.1 3.6 3.1 3.6 4.4 0.3 3.6 6.5 8.3

(385)

総数

性
・
年
齢
階
級
別

65～74歳

75歳以上

65～74歳

男

女

75歳以上
 

心配や悩み事の相談相手は「世帯員以外の親族」の割合が最も高く、約 6割 

図 11-13 心配や悩み事の相談相手（複数回答）－全数との比較 

表 11-11 心配や悩み事の相談相手（複数回答）－性・年齢階級別 

（注）ひとり暮らし高齢者に世帯員はいない。 
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(5) 1 年間に行った活動（複数回答）－性・年齢階級別、全数との比較 

 

1 年間に行った活動について見ると、「活動している」割合は、45.5％となっている。性

別に見ると、「活動はしていない」の割合は、男性が 62.9％で、『全数』の男性（50.5％）

と比べると、12.4 ポイント高くなっている。(表 11-12) 

 

 

趣
味
の
サ
ー

ク
ル
活
動

教
養
講
座
の
受
講
等
の
学

習
活
動

ス
ポ
ー

ツ

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

、
地

域
活
動

、
N
P
O
活
動

そ
の
他

100.0 45.5 25.3 8.6 21.2 11.6 1.7 53.3 1.2

(899)

100.0 35.5 14.3 4.5 16.7 10.2 2.9 62.9 1.6

(245)

100.0 49.2 29.4 10.1 22.9 12.1 1.2 49.7 1.1

(654)

100.0 51.7 23.6 9.9 31.5 16.7 1.5 46.8 1.5

(203)

100.0 45.7 24.0 7.7 24.0 11.3 2.3 51.6 2.7

(221)

100.0 51.5 30.2 12.9 21.3 12.9 2.0 48.5         -

(202)

100.0 37.2 24.4 4.7 12.2 8.7 1.7 62.2 0.6

(172)

100.0 34.7 22.8 5.9 9.9 4.0         - 64.4 1.0

(101)

100.0 48.9 25.4 9.2 26.3 14.4 1.1 50.4 0.7

(4,767)

100.0 48.8 19.8 7.6 27.9 16.5 1.4 50.5 0.8

(2,057)

100.0 48.9 29.7 10.3 25.1 12.8 0.9 50.4 0.7

(2,710)

全数

性
別

男

女

年
齢
階
級
別

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

総数

性
別

男

女

総
数

活
動
し
て
い
る

活
動
は
し
て
い
な
い

無
回
答

 
 

 

「活動はしていない」男性の割合は、高齢者全体と比較して高くなっている 

表 11-12  1 年間に行った活動（複数回答）－性・年齢階級別、全数との比較 
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7 就業・経済 

(1) 収入のある仕事の有無－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

 

ひとり暮らし高齢者に現在、収入のある仕事をしているかを聞いたところ、「仕事をし

ている」割合が 23.9％、「仕事をしていない」割合は 75.9％であった。(図 11-14) 

「仕事をしている」割合は、『全数』(29.0％）と比べると 5.１ポイント低いが、17 年 

度調査（22.2％）と比較すると、1.7 ポイント高くなっている。 

 

 

23.9

32.7

20.6

36.8

12.4

29.0

22.2

75.9

66.9

79.2

63.0

87.4

70.7

77.6 0.1

0.3

0.2

0.2

0.2

0.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし
 高齢者

　    （899)

男
(245)

女
(654)

65～74歳
    (424)

75歳以上
    (475)

全数
(4,767)

17年度調査
     (863)

仕事をしている 仕事をしていない 無回答

性
別

年
齢
階
級
別

 
 

 

「仕事をしている」割合が高齢者全体と比べて低い 

図 11-14 収入のある仕事の有無－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 
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(2) 収入のある仕事の内容－全数との比較、性・年齢階級別 

 

収入のある仕事をしている人（215 人）に仕事の内容を聞いたところ、「契約・派遣・

臨時・パート」が 40.0％と最も高く、次いで「自営業」が 37.2％、「正規の職員・従業員」、

「シルバー人材センターの会員」がそれぞれ 7.4％と続いている。(表 11-13) 

「契約・派遣・臨時・パート」の割合は、『全数』（29.0％）と比べると 11.0 ポイント高

くなっている。(図 11-15) 

 

 

37.2

44.5

7.4

7.8

5.1

9.7

40.0

29.0

7.4

6.3 1.8

1.9
0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし
高齢者
（215）

全数
（1,382）

自営業
（家族従業者含む）

正規の職員・従業員 会社等の役員 契約・派遣・
臨時・パート

シルバー人材セン
ターの会員

その他 無回答

 
 
 

総
数

自
営
業

（
家
族
従
業
者
含

む

）

正
規
の
職
員
・
従
業
員

会
社
等
の
役
員

契
約
・
派
遣
・
臨
時
・

パ
ー

ト

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員

そ
の
他

無
回
答

100.0 37.2 7.4 5.1 40.0 7.4 1.9 0.9
(215)

100.0 37.5 13.8 7.5 33.8 5.0 1.3 1.3
(80)

100.0 33.9 17.7 4.8 35.5 4.8 1.6 1.6
(62)

100.0 50.0 　　　 - 16.7 27.8 5.6         -         -
(18)

100.0 37.0 3.7 3.7 43.7 8.9 2.2 0.7
(135)

100.0 21.3 4.3 3.2 56.4 12.8 1.1 1.1
(94)

100.0 73.2 2.4 4.9 14.6        - 4.9         -
(41)

総数

性
・
年
齢
階
級
別

男

女

65～74歳

75歳以上

75歳以上

65～74歳

 
 

 

高齢者全体と比較して「契約・派遣・臨時・パート」の割合が高く、4割 

図 11-15 収入のある仕事の内容－全数との比較 

表 11-13 収入のある仕事の内容－性・年齢階級別 
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(3) 年収（個人） 

－性・年齢階級、収入のある仕事の有無別、全数、17 年度調査との比較 

 

収入がある人（886 人）に年収（税込み）について聞いたところ、「150 万円以上 200 万

円」の割合が最も高く 17.6％、次いで「100 万円以上 150 万円未満」16.6％、「200 万円

以上 250 万円未満」16.1％と続いている。（表 11-14） 

 

 

 

 総
数

5
0
万
円
未
満

5
0
万
円
以
上

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
万
円
以
上

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
万
円
以
上

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 2.0 11.1 16.6 17.6 16.1 10.4 10.7 5.0 10.5

(886)

100.0 0.4 8.4 15.5 16.7 17.6 10.5 14.2 7.1 9.6

(239)

100.0 - 9.5 17.9 19.0 19.0 8.3 8.3 7.1 10.7

(84)

100.0 - 11.8 19.1 17.6 16.2 8.8 11.8 5.9 8.8

(68)

100.0 2.5 5.0 7.5 17.5 22.5 15.0 22.5 5.0 2.5

(40)

100.0 - - 19.0 9.5 14.3 14.3 23.8 14.3 4.8

(21)

100.0 - 7.7 7.7 11.5 11.5 11.5 19.2 7.7 23.1

(26)

100.0 2.6 12.1 17.0 17.9 15.6 10.4 9.4 4.2 10.8

(647)

100.0 2.6 13.8 19.0 18.1 10.3 12.1 11.2 6.0 6.9

(116)

100.0 0.7 14.0 18.0 24.0 18.0 7.3 7.3 3.3 7.3

(150)

100.0 3.8 13.1 14.4 15.6 15.0 13.1 10.6 3.8 10.6

(160)

100.0 3.4 9.5 15.5 19.6 18.9 10.1 6.8 4.7 11.5

(148)

100.0 2.7 8.2 20.5 6.8 13.7 8.2 13.7 2.7 23.3

(73)

100.0 1.4 7.0 7.9 16.7 17.7 11.6 14.4 14.4 8.8

(215)

100.0 2.2 12.4 19.4 17.9 15.7 10.0 9.6 1.9 10.9

(670)

100.0 5.1 18.1 12.0 11.1 12.2 10.1 12.8 8.5 10.1

(4,686)

100.0 5.0 14.5 20.3 16.7 12.7 9.0 9.8 6.5 5.4

(863)

総数

男

収
入
の
あ

る
仕
事
の

有
無
別

全数

17年度調査

性
・
年
齢
階
級
別

75～79歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

仕事をしている

仕事をしていない

80～84歳

85歳以上

65～69歳

70～74歳

女

 
 

 

「150 万円以上 200 万円未満」の割合が最も高く、約 2割 

表11-14  年収（個人） 

－性・年齢階級、収入のある仕事の有無別、全数、17 年度調査との比較 

（注）17 年度調査では、「収入はない」の選択肢を設けていないため、収入がない人は「50 万円未満」に含まれて

いる。 
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(4) 収入の種類（複数回答）－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

 

収入の種類（複数回答）については、「公的な年金・恩給」が 89.2％で最も高くなって

いる。「生活保護」の割合は 7.0％で、『全数』（1.8％）と比べると 5.2 ポイント高くなっ

ている。特に男性の割合が 14.3％で、１割を超えている。（表 11-15） 

 

 

総
数

公
的
な
年
金
・
恩
給

私
的
な
年
金

仕
事
に
よ
る
収
入

家
賃
・
地
代
・
配
当

金 仕
送
り

手
当

生
活
保
護

そ
の
他

収
入
は
な
い

無
回
答

100.0 89.2 10.5 24.5 13.2 2.2 0.2 7.0 0.9 0.9 0.6

(899)

100.0 82.0 11.8 32.7 7.3         -         - 14.3 0.4 1.2 1.2

(245)

100.0 77.9 12.8 46.5 4.7         -         - 16.3 1.2 2.3         -

(86)

100.0 78.3 11.6 31.9 7.2         -         - 20.3         - 1.4         -

(69)

100.0 85.7 14.3 28.6 4.8         -         - 9.5         -         - 4.8

(42)

100.0 90.5 4.8 19.0 14.3         -         - 9.5         -         -         -

(21)

100.0 92.6 11.1 7.4 14.8         -         - 3.7         -         - 3.7

(27)

100.0 91.9 9.9 21.4 15.4 3.1 0.3 4.3 1.1 0.8 0.3

(654)

100.0 84.6 15.4 43.6 12.8 0.9         - 4.3 0.9 0.9         -

(117)

100.0 90.1 10.5 29.6 11.8 2.0         - 6.6 0.7 1.3         -

(152)

100.0 95.0 6.9 15.6 18.1 2.5         - 3.8 1.9         -         -

(160)

100.0 94.7 10.6 10.6 16.6 5.3 0.7 2.6 0.7 1.3 0.7

(151)

100.0 94.6 5.4 4.1 18.9 5.4 1.4 4.1 1.4         - 1.4

(74)

100.0 92.8 11.8 29.9 12.1 0.8 0.3 1.8 0.7 1.4 0.3

(4,767)

100.0 88.2 10.7 21.8 11.8 3.1 0.5 9.2 0.3 … 0.8

(863)

全数

17年度調査

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

総数

性
・
年
齢
階
級
別

男

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

女

65～69歳

 
（注）17 年度調査では「収入はない」の選択肢は設けていないため、データが存在しない。 

 

 

高齢者全体と比較して「生活保護」の割合が高く、7.0％ 

表 11-15 収入の種類（複数回答）－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 
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8 高齢者に対する必要な施策や支援 

 

高齢者に対する必要な施策や支援については、「ひとり暮らし高齢者に対する支援」が

65.0％で最も高く、次いで「年金や医療など国の社会保障制度」が 49.4％、「日中の訪問

介護（ホームヘルプサービス）や訪問看護など、介護者が自宅を訪問する形態の在宅サー

ビス」が 44.6％と続いている。(図 11-16) 

「ひとり暮らし高齢者への支援」の割合は、『全数』（50.2％）と比べると 14.8 ポイント

高くなっている。 
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高齢者全体と比較して、「ひとり暮らし高齢者への支援」の割合が高くなっている 

図 11-16 高齢者に対する必要な施策や支援－全数との比較 
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第 12 章 高齢者夫婦のみの世帯の生活実態 

 

 本章では、高齢者本人及び配偶者とも、65 歳以上の夫婦のみによって構成されている「高

齢者夫婦のみの世帯」（1,611 人）の生活実態を、1 世帯の概況、2家族、3健康、4 介護保険

制度、5 住まい、6 コミュニケーション、7就業・経済、8高齢者に対する必要な施策や支援

の 8つの側面からみていく。 

 

1 高齢者夫婦のみの世帯の概況 

(1) 高齢者夫婦のみの世帯の推移 

 「高齢者夫婦のみの世帯」の割合は、調査を開始した昭和 55 年から一貫して増加し続け、

今回調査において33.8％となり、昭和55年の 16.1％と比較すると約2倍に増えている。（図

12-1） 

 

 

18.918.817.6
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19.7
16.1
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44.2
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67.1

59.2
55.8

50.6

46.1

42.2

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

昭和55年
（1980年）

60年
（1985年）

平成2年
（1990年）

7年
（1995年）

12年
（2000年）

17年
（2005年）

22年
(2010年）

ひとり暮らし

高齢者夫婦のみの世帯

高齢者のみの世帯

高齢者のみでない世帯（二世代
世帯、三世代世帯など）

 
 

高齢者夫婦のみの世帯は、昭和 55年（1980 年）調査時よりもほぼ倍増し、全体の約 3割 

図 12-1 「高齢者夫婦のみの世帯」及び「ひとり暮らし高齢者」の割合の推移 

第
２
第
12
章 
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(2) 年齢階級－性別、全数との比較 

 

  高齢者夫婦のみの世帯（1,611 人）の年齢階級は、前期高齢者（65～74 歳）が 53.3％、

後期高齢者（75 歳以上）が 46.7％となっている。 

性別で見ると、後期高齢者の割合は男性 54.4％、女性 38.7％で、『全数』（男性 42.1％、

女性 50.2％）と比較すると、男性は 12.3 ポイント高く、女性は 11.5 ポイント低くなって

いる。（表 12-1） 

 

 

総
数

6
5
～

6
9
歳

7
0
～

7
4
歳

7
5
～

7
9
歳

8
0
～

8
4
歳

8
5
歳
以
上

7
5
歳
以
上

　

(

再
掲

）

平
均

100.0 23.2 30.1 28.1 13.5 5.1 46.7 74.3

(1,611)

100.0 14.2 31.4 30.5 16.3 7.6 54.4 75.6

(816)

100.0 32.5 28.8 25.5 10.7 2.5 38.7 73.0

(795)

100.0 27.4 25.9 22.4 14.6 9.8 46.7 74.8

(4,767)

100.0 30.4 27.5 21.7 13.0 7.4 42.1 73.9

(2,057)

100.0 25.0 24.8 22.9 15.8 11.5 50.2 75.4

(2,710)

 全数

男

女

男

女

 総数
53.3

53.3

 

 

 

後期高齢者（75 歳以上）の割合は、男性 54.4％、女性は 38.7％ 

表 12-1 年齢階級－性別、全数との比較 

(注)全数とは、今回調査における高齢者全体のことをいう（高齢者夫婦のみの世帯も含む）。 
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2 家族 

(1) 子供との距離－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 

 

高齢者夫婦のみの世帯のうち、子供と別居している高齢者（1,461 人）に、一番近くに

住んでいる子供との距離を聞いたところ、「隣」「10 分くらい」「30 分くらい」を合計した

割合は 60.2％で、約 6割となっている。（図 12-2） 
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15.5
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21.3

16.4
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1.4

1.8

2.4

1.8

0.5

1.5

2.7

2.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数
（1,461)

男
(731)

女
(730)

65～69歳
     (336)

70～74歳
      (442)

75～79歳
     (404)

80～84歳
      (204)

85歳以上
       (75)

全数
（2,315)

17年度調査
　　　(1,325)

隣 10分くらい 30分くらい 1時間くらい それ以上 無回答

60.2

性
別

年
齢
階
級
別

59.4

 

   
 

子供との距離が 30 分くらいまで（「隣」、「10 分くらい」、「30 分くらい」の合計）の

割合は、約 6 割 

（注）一番近くに住んでいる子供との距離を聞いており、時間は通常行き来する方法による。 

図 12-2 子供との距離－性・年齢階級別、全数、17 年度調査との比較 
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3 健康 

(1) 健康意識－全数との比較 

 
高齢者夫婦のみの世帯（1,611 人）に対して健康状態を聞いたところ、「よい」の割合が

最も高く 29.4％、次いで「ふつう」が 27.6％となっている。「よい」と「まあよい」を合わ

せた割合は 47.9％となっている。（図 12-3） 

 

       

29.4

26.4

18.5

18.2

27.6

29.0

16.7

17.5

4.1

4.0

3.8

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者夫婦
のみ（1,611）

全数
(4,767)

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

　47.9

44.5

 
 
 
 

健康状態を「よい」と「まあよい」と感じている人の割合は、合わせて 47.9％ 

図 12-3 健康意識－全数との比較 

（注）統計比率を合算した比率（44.5％）は個々の数値を合算して求めているため、比率の内訳とは一致しない。 
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4 介護保険制度 

(1) 要介護認定の申請の有無－全数、ひとり暮らし高齢者との比較 

 

介護保険の要介護認定を受けているかどうかを聞いたところ、「認定を申請していない」

の割合は 90.9％、「認定を受けている」割合は 7.9％となっている。 

「認定を受けている」割合は『全数』（10.6％）と比較して、2.7 ポイント低くなってい

る。また、『ひとり暮らし高齢者』（14.0％）と比較すると、6.1 ポイント低くなっている。

（図 12-4） 
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「認定を申請していない」の割合は、約 9 割 

図 12-4 要介護認定の申請の有無－全数、ひとり暮らし高齢者との比較 
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(2) 要介護度－性・年齢階級、動作能力類型別、全数、ひとり暮らし高齢者との比較 

 

要介護認定を受けている人（127 人）に要介護度について聞いたところ、「要介護２」

の割合が最も高く 27.6％、次いで「要支援１」が 23.6％、「要支援２」が 15.7％となっ

ている。 

   『全数』（18.0％、11.5％）と比較すると、「要介護２」の割合は 9.6 ポイント高く、 

「要介護３」の割合は 5.5％で、6.0 ポイント低くなっている。 

『ひとり暮らし』（6.3％）と比較すると「要介護２」の割合は 21.3 ポイント高くなっ

ている。（表 12-2） 

 

 

総
数

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

無
回
答

100.0 23.6 15.7 13.4 27.6 5.5 10.2 2.4 1.6

(127)

100.0 24.3 8.6 11.4 28.6 8.6 15.7 1.4 1.4

(70)

100.0 22.8 24.6 15.8 26.3 1.8 3.5 3.5 1.8

(57)

100.0 21.7 8.7 13.0 39.1 4.3 4.3 4.3 4.3

(23)

100.0 24.0 17.3 13.5 25.0 5.8 11.5 1.9 1.0

(104)

100.0 6.3 11.3 16.3 38.8 7.5 15.0 3.8 1.3

(80)

100.0 33.3 33.3 16.7 8.3           - 8.3           -           -

(12)

100.0 58.3 12.5 8.3 12.5 4.2           -           - 4.2

(24)

100.0 60.0 40.0           -           -           -           -           -           -

(10)

100.0 22.0 17.6 15.6 18.0 11.5 7.9 5.7 1.6

(505)

100.0 34.9 27.8 15.9 6.3 9.5 1.6 2.4 1.6

(126)
ひとり暮らし

総数

性
別

男

女

65～74歳

75歳以上

年
齢
階
級
別

全数

ねたきり等の高
齢者

比較的重い障害
のある高齢者

軽い障害のある
高齢者

障害のない高齢
者

動
作
能
力
類
型
別

 
 

 

「要介護２」の割合が最も高く、約 3割 

表 12-2 要介護度－性・年齢階級、動作能力類型別、全数、ひとり暮らし高齢者との比較 
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(3) 主に介護をしている人－性別、全数との比較 

 

   要介護認定を受けている人のうち介護を受けている人（111 人）が誰から介護を受けて

いるかを見ると、「配偶者」の割合が最も高く 81.1％、次いで「ホームヘルパー」12.6％

となっている。 

   「配偶者」の割合は 81.1％で『全数』（28.7％）と比べると 52.4 ポイント高く、「子供」

の割合は 2.7％で『全数』（33.9％）と比べると 31.2 ポイント低くなっている。（表 12-3） 

 

総
数

配
偶
者

子
供

子
供
の
配
偶
者

孫
又
は

　
そ
の
配
偶
者

兄
弟
姉
妹

１
～

５
以
外

　
　
　
の
親
族

ホ
ー

ム

　
　
ヘ
ル
パ
ー

訪
問
看
護
師

そ
の
他

100.0 81.1 2.7 1.8           -           -           - 12.6 0.9 0.9

(111)

100.0 82.5 1.6 1.6           -           -           - 11.1 1.6 1.6

(63)

100.0 79.2 4.2 2.1           -           -           - 14.6           -           -

(48)

100.0 28.7 33.9 10.1 0.2 2.1 0.7 20.6 0.2 3.4

(436)
全数

総数

性
別

男

女

 

 

 

「配偶者」から介護を受けている割合が最も高く、約 8割 

表 12-3 主に介護をしている人－性別、全数との比較 
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(4) 介護を手伝っている人－性別、全数との比較 

 

要介護認定を受けている人のうち、介護を受けている人（111 人）が誰に手伝ってもら

っているかを聞いたところ、主に介護をしている人しかいない（「介護を手伝っている人

はいない」）の割合が最も高く、44.1％となっている。（表 12-4） 

 

    

総
数

配
偶
者

子
供

子
供
の
配
偶
者

孫
又
は

　
そ
の
配
偶
者

兄
弟
姉
妹

１
～

５
以
外

　
　
　
の
親
族

ホ
ー

ム

　
　
ヘ
ル
パ
ー

訪
問
看
護
師

そ
の
他

介
護
を
手
伝

っ

て
い
る
人
は
い

な
い

無
回
答

100.0 0.9 7.2 1.8         -         -         - 26.1 4.5 2.7 44.1 12.6

(111)

100.0 1.6 7.9 3.2         -         -         - 22.2 3.2 1.6 49.2 11.1

(63)

100.0         - 6.3         -         -         -         - 31.3 6.3 4.2 37.5 14.6

(48)

100.0 0.9 17.7 5.7 1.6 1.4 0.7 19.7 2.1 1.8 35.3 13.1

(436)
全数

総数

性
別

男

女

 
 

 

主に介護をしている人しかいない（「介護を手伝っている人はいない」）割合が最も高

く、44.1％ 

表 12-4 介護を手伝っている人－性別、全数との比較 
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(5) 介護サービスの利用状況－全数との比較 

 

   要介護認定を受けている人（127 人）に、介護サービスの利用状況を聞いたところ、「利

用している」割合が最も高かったのは、訪問介護で 39.4％、次いでデイサービス・デイ

ケアが 37.0％、福祉用具が 37.0％となっている。（図 12-5） 

     

  

高齢者夫婦のみ（127人）

39.4

16.5

37.0

10.2

37.0

22.0

48.8

62.2

52.0

70.9

67.7

60.6

44.1

56.7

7.1

1.6

4.7

17.3

25.2

7.1

9.4

11.0

14.2

9.4

14.2

13.4

14.2

11.8

11.8

「-」

1.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問介護

訪問看護

デイサービス・デイケア

ショートステイ

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具

住宅改修

利用している 制度を知っているが
利用していない

制度を知らなかった 無回答

 

全数(505人)

42.8

12.5

41.4

12.9

34.1

20.2

46.3

65.5

47.3

66.9

65.5

55.8

47.5

56.8

8.5

2.8

6.9

19

28.1

6.9

11.1

9.1

13.5

8.5

13.3

14.1

14.1

11.5

11.9

1.4

2.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問介護

訪問看護

デイサービス・デイケア

ショートステイ

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護

福祉用具

住宅改修

利用している 制度を知っているが
利用していない

制度を知らなかった 無回答

 

 

「利用している」割合が高いのは、訪問介護とデイサービス・デイケア、福祉用

具で、約 4割 

図 12-5 介護サービスの利用状況－全数との比較 
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5 住まい 

(1) 住宅の種類－性・年齢階級、年収（個人）別、全数、17 年度調査との比較 

 

現在、住んでいる住宅の種類を聞いたところ、「持ち家（一戸建て）」の割合が最も高

く 62.8％、次いで「持ち家（分譲マンションなど）」17.9％となっている。 

持家・借家別に見ると、「持家」が約 8割（80.7％）、「借家・賃貸住宅等」が約 2割（18.8％）

となっている。（表 12-5） 

 

持
ち
家

（
一
戸
建
て

）

持
ち
家

（
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど

）

民
間
賃
貸
住
宅

都
・
区
市
町
村
の
公
営
賃
貸
住

宅 都
市
機
構

（
旧
公
団

）
・
公
社

な
ど
の
賃
貸
住
宅

借
家

（
一
戸
建
て

）

高
齢
者
向
け
住
宅
等

100.0 80.7 62.8 17.9 18.8 6.1 5.6 5.7 0.9 0.4 0.2 0.3
(1,611)

100.0 80.5 62.0 18.5 19.1 5.1 6.5 6.0 0.9 0.6 0.2 0.1
(816)
100.0 80.9 63.5 17.4 18.5 7.2 4.8 5.4 0.9 0.3 0.1 0.5
(795)
100.0 80.2 62.0 18.2 19.3 7.8 4.0 4.8 2.7 - - 0.5
(374)
100.0 78.8 60.6 18.1 20.6 8.0 4.9 6.6 0.6 0.4 0.4 0.2
(485)
100.0 81.9 61.9 19.9 17.9 4.4 7.5 5.5 0.2 0.2 0.2 -
(452)
100.0 85.8 70.2 15.6 13.8 2.8 5.0 5.0 - 0.9 - 0.5
(218)
100.0 74.4 63.4 11.0 24.4 6.1 8.5 7.3 - 2.4 - 1.2
(82)

100.0 80.8 62.5 18.3 18.3 7.7 7.7 1.9 1.0 - 1.0 -
(104)
100.0 79.2 63.1 16.1 20.3 7.9 5.1 6.2 0.8 0.3 0.3 0.3
(355)
100.0 74.9 53.7 21.1 25.1 7.4 8.6 8.0 1.1 - - -
(175)
100.0 79.3 66.4 12.9 20.7 7.1 5.7 7.1 0.7 - - -
(140)
100.0 75.1 60.9 14.2 23.7 4.1 8.9 9.5 0.6 0.6 - 1.2
(169)
100.0 80.6 64.5 16.1 19.4 6.5 5.2 7.1 - 0.6 - -
(155)
100.0 90.3 67.7 22.6 9.3 3.1 1.3 2.7 1.3 0.9 - 0.4
(226)
100.0 92.5 71.6 20.9 7.5 4.5 1.5 1.5 - - - -
(67)

100.0 90.3 61.3 29.0 6.5 - - 3.2 - 3.2 3.2 -
(31)

100.0 96.7 80.0 16.7 3.3 - - - 3.3 - - -
(30)

100.0 78.4 61.1 17.3 21.1 8.6 5.2 5.5 1.3 0.5 0.3 0.2
(4,767)

100.0 81.3 70.4 10.9 18.3 6.0 9.4 1.6 1.0 0.3 0.3 0.1
(1,451)

性
別

年
齢
階
級
別

無
回
答

総数

総
数

持
家

借
家
・
賃
貸
住
宅
等

そ
の
他

年
収

(

個
人

）
別

全数

100万円以上
　　150万円未満

150万円以上
　　200万円未満

200万円以上
　　250万円未満

250万円以上
　　300万円未満

300万円以上
　　500万円未満

500万円以上
　　700万円未満

700万円以上
　1,000万円未満

1,000万円以上

17年度調査

男

女

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

50万円未満

50万円以上
　　100万円未満

 
 

 

「持家」の割合は、約 8 割 

表 12-5 住宅の種類－性・年齢階級、年収（個人）別、全数、17 年度調査との比較 

(注）統計比率を合算した比率（「借家・賃貸住宅等」18.8％）は、個々の数値を合算して求めているため、比

率の合計の内訳とは一致しない。 
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(2) 希望する高齢期の住まい－性・年齢階級、住宅の種類別、全数との比較 

 
希望する高齢期の住まいについて、「高齢者用の住宅・施設に住み替えたい」の割合は

9.9％、性別に見ると、男性 7.0％、女性 12.8％で、女性のほうが高くなっている。 

   また「現在の住宅にそのまま住み続けたい」の割合は 75.3％で、『全数』（72.4％）と

比較すると 2.9 ポイント高くなっている。（表 12-6） 
 
 
 

現
在
の
住
宅
に
そ
の
ま
ま
住
み

続
け
た
い

子
供
や
親
族
の
家
に
移
り
た
い

健
康
な
う
ち
に

、
シ
ル
バ
ー

ピ

ア

、
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
な

ど
に
入
居
す
る

健
康
な
う
ち
に

、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

に
入
居
す
る

健
康
な
う
ち
に

、
有
料
老
人

ホ
ー

ム
に
入
居
す
る

介
護
が
必
要
に
な

っ
た
ら

、
有

料
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
居
す

る 介
護
が
必
要
に
な

っ
た
ら

、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入

居
す
る

100.0 76.0 75.3 0.7 9.9 1.9 0.4 1.1 2.9 3.6 1.2 6.9 6.0

(1,611)

100.0 77.3 76.7 0.6 7.0 1.5 　　　　- 1.1 2.1 2.3 1.2 6.6 7.8

(816)

100.0 74.7 73.8 0.9 12.8 2.4 0.9 1.0 3.6 4.9 1.1 7.2 4.2

(795)

100.0 71.6 70.3 1.3 14.1 2.1 0.8 0.8 3.7 6.7 0.8 8.8 4.5

(374)

100.0 77.5 76.5 1.0 8.9 3.1 　　　　- 1.0 2.3 2.5 0.8 8.5 4.3

(485)

100.0 78.5 78.3 0.2 8.0 1.3 0.7 1.1 2.2 2.7 2.2 4.9 6.4

(452)

100.0 75.3 74.8 0.5 10.5 0.9 0.5 1.8 4.1 3.2 0.5 4.6 9.2

(218)

100.0 75.6 75.6 　　　　- 4.8 　　　　- 　　　　- 　　　　- 2.4 2.4 1.2 6.1 12.2

(82)

100.0 80.9 80.6 0.3 8.1 0.9 0.3 0.7 2.8 3.4 0.8 4.8 5.4

(1,011)

100.0 71.2 70.2 1.0 10.4 0.7 0.7 1.7 4.5 2.8 0.7 10.7 6.9

(289)

100.0 49.5 46.5 3.0 19.1 12.1 　　　　- 1.0 2.0 4.0 6.1 20.2 5.1

(99)

100.0 81.3 81.3 　　　　- 5.5 1.1 1.1 　　　　- 1.1 2.2 1.1 4.4 7.7

(91)

100.0 65.3 62.0 3.3 21.8 7.6 1.1 3.3 1.1 8.7 1.1 7.6 4.3

(92)

100.0 78.6 78.6 　　　　- 7.1 　　　　- 　　　　- 　　　　- 　　　　- 7.1 　　　　- 　　　　- 14.3

(14)

100.0 73.8 72.4 1.4 11.6 2.4 0.6 0.9 2.9 4.7 1.2 6.7 6.7

(4,767)
全数

無
回
答

高
齢
者
用
の
住
宅
・
施
設
に
住

み
替
え
た
い

そ
の
他

分
か
ら
な
い

女

総
数

在
宅
で
暮
ら
し
た
い

総数

性
別

男

年
齢
階
級
別

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

住
宅
の
種
類
別

持ち家（一戸建て）

持ち家
（分譲マンションなど）

民間賃貸住宅

都・市区町村の公営賃貸
住宅

都市機構（旧公団）・公社
などの賃貸住宅

借家（一戸建て）

 

 

 

 

 

「高齢者用の住宅・施設に住み替えたい」の割合は、約 1 割 

表 12-6  希望する高齢期の住まい 

－性・年齢階級、住宅の種類別、全数との比較 

（注）住宅の種類別のうち、「高齢者向け住宅等」、「その他」については、母集団がそれぞれ 7 人、3 人のため

省略した。 
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6 コミュニケーション 

(1) 外出の頻度－性・年齢階級、近所づきあいの程度別、全数、17 年度調査との比較 

 

通常、どれくらいの頻度で外出するかを聞いたところ、「ほぼ毎日」の割合が最も高く

54.5％、次いで「週 2～3回程度」が 19.3％となっている。17 年度調査と比較すると、「ほ

ぼ毎日」の割合は 3.8 ポイント減少している。（表 12-7） 

年齢階級別で見ると、年齢階級が上がるにつれて「ほとんど外出しない」の割合が高く

なっている。（1.6％～17.1％） 

  近所づきあいの程度別で見ると、つきあいがない人は「ほとんど外出しない」の割合が

23.1％で、他の近所づきあいをしている人と比較して高い割合になっている。 

 

  

総
数

ほ
ぼ
毎
日

週
4
回
程
度

週
2
～

3
回

程
度

週
1
回
程
度

ほ
と
ん
ど
外

出
し
な
い

無
回
答

100.0 54.5 14.8 19.3 5.2 5.2 0.9

(1,611)

100.0 55.4 14.2 18.6 4.5 6.4 0.9

(816)

100.0 53.6 15.5 20.0 5.9 4.0 1.0

(795)

100.0 61.2 15.8 17.4 3.2 1.6 0.8

(374)

100.0 59.4 14.8 17.3 3.9 3.5 1.0

(485)

100.0 52.7 15.5 20.6 5.5 5.1 0.7

(452)

100.0 42.7 12.4 25.2 6.9 11.0 1.8

(218)

100.0 36.6 13.4 17.1 15.9 17.1 -

(82)

100.0 62.0 11.8 17.9 4.5 3.0 0.8

(397)

100.0 57.2 16.0 18.8 3.6 3.4 0.9

(643)

100.0 48.5 16.5 20.7 7.7 6.2 0.4

(468)

100.0 36.3 12.1 22.0 6.6 23.1 -

(91)

100.0 53.7 16.2 18.1 5.1 5.7 1.2

(4,767)

100.0 58.3 15.7 17.3 4.1 4.5 0.1

(1,451)

総数

性
別

年
齢
階
級
別

65～69歳

男

85歳以上

女

70～74歳

75～79歳

80～84歳

≪参考≫17年度調査

近
所
づ
き
あ
い

の
程
度
別

全数

つきあいがない

お互いに訪問し合う人がいる

立ち話をする程度の人がいる

あいさつをする程度の人がいる

※

 
 

 

「ほぼ毎日」の割合は、17 年度調査よりも減少し、54.5％ 

表 12-7  外出の頻度－性・年齢階級、近所づきあいの程度別、全数、17 年度調査との比較 

（注）17 年度調査では、選択肢を「週 4 回以上」としている。 
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(2) 心配や悩み事（複数回答）－性・年齢階級別、全数との比較 

 

心配や悩み事について聞いたところ、「自分の健康・病気」の割合が最も高く 52.0％、

次いで「配偶者や家族の健康・病気」50.6％、「配偶者に先立たれた後の生活のこと」25.2％、

となっている。（表 12-8） 

  「配偶者や家族の健康・病気」の割合は、『全数』（35.5％）と比較すると 15.1 ポイン

ト高く、「配偶者に先立たれた後の生活のこと」の割合は、『全数』（14.1％）と比較する

と 11.1 ポイント高くなっている。 

 

 

総
数

自
分
の
健
康
・
病
気

配
偶
者
や
家
族
の
健
康
・
病
気

家
族
や
親
族
と
の
人
間
関
係

相
談
し
た
り

、
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て

、
一
人
き
り
で
あ
る

地
域
の
人
た
ち
と
の
関
係

生
活
費
や
経
済
的
な
こ
と

年
金
・
介
護
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
給
付
の
水
準

住
宅
に
関
す
る
こ
と

仕
事
に
関
す
る
こ
と

財
産
管
理
や
相
続
の
こ
と

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

地
震
な
ど
の
災
害
に
あ
う
こ
と

配
偶
者
に
先
立
た
れ
た
後
の
生
活
の
こ
と

自
分
の
死
後
の
配
偶
者
や
子
ど
も
の
将
来

そ
の
他

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
な
い

無
回
答

100.0 52.0 50.6 7.2 0.6 2.1 12.7 17.9 7.0 2.9 3.5 5.6 17.6 25.2 16.2 0.9 25.0 3.4

(1,611)

100.0 51.0 47.3 6.6 0.6 2.1 13.7 18.6 7.8 3.8 3.8 4.8 14.8 26.1 17.0 0.6 25.2 4.9

(816)

100.0 51.9 44.4 5.9 0.8 2.7 16.1 23.9 9.9 7.3 4.3 4.6 15.3 27.2 18.8 0.8 26.1 2.2

(372)

100.0 50.2 49.8 7.2 0.5 1.6 11.7 14.2 6.1 0.9 3.4 5.0 14.4 25.2 15.5 0.5 24.5 7.2

(444)

100.0 53.0 54.0 7.8 0.6 2.1 11.6 17.2 6.2 2.0 3.1 6.5 20.5 24.3 15.3 1.1 24.8 1.8

(795)

100.0 48.9 52.8 8.8 0.4 2.3 13.6 20.5 7.8 2.9 2.9 6.8 19.3 25.9 16.2 1.2 25.9 1.6

(487)

100.0 59.4 55.8 6.2 1.0 1.9 8.4 12.0 3.6 0.6 3.6 6.2 22.4 21.8 14.0 1.0 23.1 1.9

(308)

100.0 50.3 35.5 6.3 1.7 1.9 14.9 16.7 7.7 3.8 3.6 5.7 15.5 14.1 13.5 1.7 26.9 4.6

(4,767)

65～74歳

75歳以上

男

総数

性
・
年
齢
階
級
別

65～74歳

75歳以上

女

全数

 
 

 

心配や悩み事の内容は、「自分の健康・病気」や「配偶者や家族の健康・病気」の

割合が高く、約 5割 

表 12-8 心配や悩み事（複数回答）－性・年齢階級別、全数との比較 
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(3) 心配や悩み事の相談相手（複数回答）－全数との比較、性・年齢階級別 

 

  心配や悩み事ができた場合、誰に相談するのか聞いたところ、「世帯員」が 80.9％で最

も高く、次いで「世帯員以外の親族」が 41.0％となっている。 

『全数』と比べると「世帯員」が 17.0 ポイント、「世帯員以外の親族」は 3.0 ポイン

トそれぞれ高くなっている。（図 12-6） 

性・年齢階級別で見ると、「世帯員」は前期高齢者（65～74 歳）の男性が 83.3％、「世

帯員以外の親族」は後期高齢者の女性が 49.7％、「友人、知人」は前期高齢者（65～74

歳）の女性が 35.5％で、それぞれ最も高くなっている。 (表 12-9) 

 

4.24.01.90.2
5.5

2.21.95.1

41.0

80.9

23.5

5.74.53.10.3
5.21.81.64.5

24.5

38.0

63.9

0.0%
10.0%

20.0%
30.0%

40.0%
50.0%

60.0%
70.0%

80.0%
90.0%

世

帯

員

世

帯

員

以

外

の

親

族

友

人

、

知

人

行

政

機

関

の

相

談

窓

口

民

生

委

員

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

、

ケ

ア

マ

ネ

ジ

ャ

ー

　

　

　

　

専

門

家

（

弁

護

士

、

税

理

士

、

医

師

等

）

　

　

そ

の

他

相

談

し

た

り

す

る

人

は

い

な

い

　

　

　

　

　

　

心

配

ご

と

や

悩

み

ご

と

は

な

い

　

　

　

　

　

　

無

回

答

高齢者夫婦のみの世帯（1,611人）

全数（4,767人）

 

 

総
数

世
帯
員

世
帯
員
以
外
の
親
族

友
人

、
知
人

行
政
機
関
の
相
談
窓
口

民
生
委
員

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

、
ケ

ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー

専
門
家

（
弁
護
士

、
税

理
士

、
医
師
等

）

そ
の
他

相
談
し
た
り
す
る
人
は

い
な
い

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と

は
な
い

無
回
答

100.0 80.9 41.0 23.5 5.1 1.9 2.2 5.5 0.2 1.9 4.0 4.2

(1,611)

100.0 81.0 34.7 16.7 5.5 2.0 1.8 6.9 0.1 2.1 4.7 6.3

(816)

100.0 83.3 30.1 23.4 6.2 1.3 0.8 5.9 - 2.2 5.9 3.8

(372)

100.0 79.1 38.5 11.0 5.0 2.5 2.7 7.7 0.2 2.0 3.6 8.3

(444)

100.0 80.9 47.4 30.4 4.7 1.9 2.5 4.0 0.4 1.6 3.4 2.0

(795)

100.0 80.9 46.0 35.5 5.7 2.1 1.2 4.1 0.6 1.0 4.1 1.8

(487)

100.0 80.8 49.7 22.4 2.9 1.6 4.5 3.9 - 2.6 2.3 2.3

(308)

100.0 63.9 38.0 24.5 4.5 1.6 1.8 5.2 0.3 3.1 4.5 5.7

(4,767)

総数

65～74歳

75歳以上

性
・
年
齢
階
級
別

男

女

75歳以上

65～74歳

全数  
 

「世帯員」の割合が最も高く、約 8 割 

図 12-6 心配や悩み事の相談相手（複数回答）－全数との比較 

表 12-9 心配や悩み事の相談相手（複数回答）－性・年齢階級別、全数との比較 
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7 就業・経済 

(1) 収入のある仕事の有無 

－性・年齢階級、年収（個人）別、全数、17 年度調査との比較 

 

現在、収入のある仕事をしているかについて、「仕事をしている」割合は 26.8％、「仕

事をしていない」割合は 72.8％となっている。『全数』と比較すると、「仕事をしている」

割合は 2.2 ポイント低く、「仕事をしていない」割合は 2.1 ポイント高くなっている。 

    性・年齢階級別で見ると「仕事をしている」割合は、男性の前期高齢者（65～74 歳）

が最も高く、46.2％となっている。（表 12-10） 

 

 

総
数

仕
事
を
し
て

い
る

仕
事
を
し
て

い
な
い

無
回
答

100.0 26.8 72.8 0.4

(1,611)

100.0 34.2 65.6 0.2

(816)

100.0 46.2 53.2 0.5

(372)

100.0 24.1 75.9 -

(444)

100.0 19.2 80.3 0.5

(795)

100.0 26.5 73.3 0.2

(487)

100.0 7.8 91.2 1.0

(308)

100.0 9.6 88.5 1.9

(104)

100.0 11.0 88.7 0.3

(355)

100.0 20.6 79.4 -

(175)

100.0 27.1 72.9 -

(140)

100.0 30.2 69.8 -

(169)

100.0 33.5 66.5 -

(155)

100.0 41.6 58.4 -

(226)

100.0 64.2 35.8 -

(67)

100.0 64.5 35.5 -

(31)

100.0 90.0 10.0 -

(30)

100.0 29.0 70.7 0.3

(4,767)

100.0 27.5 72.4 0.1

(1,451)

200万円以上
   250万円未満

250万円以上
   300万円未満

50万円以上
　 100万円未満

100万円以上
   150万円未満

全数

17年度調査

300万円以上
   500万円未満

500万円以上
   700万円未満

700万円以上
   1,000万円未満

1,000万円以上

年
収

（
個
人

）
別

150万円以上
   200万円未満

75歳以上

女

性
・
年
齢
階
級
別

50万円未満

男

65～74歳

75歳以上

65～74歳

総数

 

「仕事をしている」割合は、男性の前期高齢者（65～74 歳）が最も高く、46.2％ 

表 12-10  収入のある仕事の有無 

－性・年齢階級、年収（個人）別、全数、17 年度調査との比較 
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(2) 収入のある仕事の内容－全数との比較 

 

収入のある仕事をしている人（432 人）に仕事の内容を聞いたところ、「自営業（家族

従業者含む）」が 47.5％で最も高く、次いで「派遣・契約・臨時・パート」が 25.2％、「会

社等の役員」が 10.9％となっている。 

   「自営業（家族従業者含む）」（47.5％）は、『全数』（44.5％）より 3.0 ポイント高く、

「派遣・契約・臨時・パート」（25.2％）は、『全数』（29.0％）より 3.8 ポイント低くな

っている。(図 12-7) 

  

   

47.5

44.5

6.5

7.8

10.9

9.7

25.2

29.0

7.2

6.3

2.1

1.8 0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者
夫婦のみ

(432)

全数
(1,382)

自営業
（家族従業者含む） 正規の職員・従業員 会社等の役員

派遣・契約・
臨時・パート

シルバー人材
センターの会員 その他 無回答

 

（注）全数とは、高齢者全体のうち、収入のある仕事をしている 1,382 人。 

 
 

仕事の内容は、「自営業（家族従業者含む）」が最も高く、47.5％ 

図 12-7 収入のある仕事の内容－全数との比較 
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(3) 年収（個人）－性・年齢階級、収入のある仕事の有無別、全数、17年度調査との比較 

 

収入がある人（1,578 人）について、性・年齢階級別で見ると、男性では「300 万円以

上 500 万円未満」が 23.2％と最も高く、次いで「250 万円以上 300 万円未満」15.9％、「200

万円以上 250 万円未満」15.6％と続いている。一方、女性は「50 万円以上 100 万円未満」

が 40.4％で最も高く、次いで「100 万円以上 150 万円未満」17.0％、「50 万円未満」12.1％

となっている。(表 12-11) 

男性は年収 200 万円以上が 68.5％で約 7 割である一方、女性は年収 200 万円未満が

77.9％で約 8 割となっている。 

 

 

総
数

5
0
万
円
未
満

5
0
万
円
以
上

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
万
円
以
上

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
万
円
以
上

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 6.6 22.5 11.1 8.9 10.7 9.8 14.3 8.1 8.0
(1,578)
100.0 1.4 5.4 5.4 9.4 15.6 15.9 23.2 13.7 9.9

(809)

100.0 - 6.1 5.3 11.4 21.1 12.3 20.2 17.5 6.1
(114)

100.0 2.4 5.1 5.9 9.4 18.0 13.7 20.8 16.1 8.6
(255)

100.0 1.6 4.4 6.5 9.3 14.9 17.7 23.8 11.7 10.1
(248)

100.0 - 7.6 4.6 9.2 8.4 18.3 28.2 11.5 12.2
(131)

100.0 1.6 4.9 1.6 6.6 13.1 19.7 26.2 9.8 16.4
(61)

100.0 12.1 40.4 17.0 8.3 5.6 3.4 4.9 2.2 6.0

(769)

100.0 9.1 39.5 18.2 9.9 6.3 3.6 6.7 2.8 4.0
(253)

100.0 12.7 39.4 21.3 7.2 4.5 3.6 5.9 1.4 4.1
(221)

100.0 9.5 47.0 13.5 9.5 4.0 2.5 3.0 2.0 9.0
(200)

100.0 24.7 36.4 10.4 5.2 5.2 5.2 2.6 3.9 6.5
(77)

100.0 22.2 11.1 16.7 - 27.8 - - - 22.2
(18)

100.0 2.3 9.0 8.3 8.8 11.8 12.0 21.8 20.8 5.1
(432)

100.0 8.1 27.6 12.2 8.9 10.3 9.0 11.6 3.3 9.0
(1,142)
100.0 5.1 18.1 12.0 11.1 12.2 10.1 12.8 8.5 10.1

(4,686)
100.0 10.1 20.1 9.4 7.2 9.4 11.0 16.3 11.2 5.4

(1,451)
17年度調査

全数

収
入
の

あ
る
仕

事
の
有

無
別

仕事をしている

仕事をしていない

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

総数

性
・
年
齢
階
級
別

男

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

女

65～69歳

68.5

77.9

 
 

 

 

 

男性は「300 万円以上 500 万円未満」、女性は「50 万円以上 100 万円未満」の割合が

高くなっている 

表 12-11  年収（個人）－性・年齢階級、収入のある仕事の有無別、全数、17年度調査との比較 

（注）17 年度調査では、「収入はない」の選択肢を設けていないため、収入がない人は「50 万円未満」に含ま

れている。 
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(4) 年収（夫婦）－全数との比較 

 

高齢者夫婦の総収入（税込み）について聞いたところ、「300 万円以上 500 万円未満」が

32.3％で最も高く、次いで「250 万円以上 300 万円未満」14.8％、「500 万円以上 700 万円

未満」10.4％となっている。（表 12-12） 

 

 

総
数

5
0
万
円
未
満

5
0
万
円
以
上

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
万
円
以
上

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
万
円
以
上

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上

7
0
0
万
円
未
満

7
0
0
万
円
以
上

1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 0.4 1.4 3.8 5.7 10.1 14.8 32.3 10.4 5.1 5.2 10.8

(1,611)

100.0 0.3 1.4 3.5 6.0 9.9 14.4 31.6 10.6 5.3 5.9 11.1

(2,984)

総数

全数

   

 

 

「300 万円以上 500 万円未満」の割合が最も高く、約 3割 

表 12-12 年収（夫婦）－全数との比較 
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8 高齢者に対する必要な施策や支援 

 
   高齢者に対する必要な施策や支援については「年金や医療など国の社会保障制度」が

55.7％で最も高く、次いで「日中の訪問介護（ホームヘルプサービス）や訪問看護など、

介護者が自宅を訪問する形態の在宅サービス」53.7％、「特別養護老人ホーム等の施設の

充実」49.7％と続いている。（図 12-8） 

 

 

55.7

53.7

49.7
49.6

47.4

45.4
44.3

40.2 40.0

37.1
35.8

33.534.0

22.5
21.7

21.4

16.4 16.1

4.2 4.8

53.0

50.3

45.9

50.2

42.7 42.4

40.2

36.9
35.9

35.1

33.8

32.0
30.6

20.6
20.3

22.1

14.9
15.9

3.8

6.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

年

金

や

医

療

な

ど

国

の

社

会

保

障

制

度

日

中

の

訪

問

介

護

（

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

）

や

訪

問

看

護

な

ど

、

介

護

者

が

自

宅

を

訪

問

す

る

形

態

の

在

宅

サ

ー

ビ

ス

　

　

　

　

　

　

　

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

等

の

施

設

の

充

実

ひ

と

り

暮

ら

し

高

齢

者

に

対

す

る

支

援

要

介

護

者

の

介

護

や

介

護

家

族

の

休

息

の

た

め

、

短

期

間

施

設

に

入

所

す

る

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

、

デ

イ

ケ

ア

な

ど

、

日

中

に

通

う

形

態

の

通

所

サ

ー

ビ

ス

夜

間

の

訪

問

介

護

（

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

）

や

訪

問

看

護

な

ど

、

介

護

者

が

自

宅

を

訪

問

す

る

形

態

の

在

宅

サ

ー

ビ

ス

　

　

　

　

　

　

　

高

齢

者

に

配

慮

し

た

ま

ち

づ

く

り

認

知

症

高

齢

者

に

対

す

る

支

援

高

齢

者

を

ね

ら

っ

た

犯

罪

の

防

止

地

震

、

火

災

、

風

水

害

な

ど

に

対

す

る

防

災

対

策

介

護

予

防

、

健

康

づ

く

り

へ

の

支

援

高

齢

者

向

け

住

宅

の

充

実

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

の

社

会

参

加

・

社

会

貢

献

活

動

や

生

涯

学

習

な

ど

へ

の

支

援

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

高

齢

者

虐

待

へ

の

対

策

働

く

場

所

や

機

会

の

確

保

・

提

供

成

年

後

見

制

度

な

ど

権

利

擁

護

施

策

世

代

間

交

流

の

促

進

そ

の

他

無

回

答

高齢者夫婦のみの世帯(1,611人)

全数(4,767人)

 
 
 
 

「年金や医療など国の社会保障制度」の割合が最も高く、55.7％ 

図 12-8 高齢者に対する必要な施策や支援（複数回答）－全数との比較 



 

 
 


